
2016年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL61816B12）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

マダガスカ
ル H105 看護師 個別 交替

2代目 2年 ・2017/2 ・2017/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

保健省

2）配属機関名（日本語）

マジュンガⅠ郡保健局

3）任地（ ブエニ県マジュンガ郡マジュンガ市 ） JICA事務所の所在地（ アンタナナリボ市 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ バス で 約 12.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

マジュンガ郡はⅠ・Ⅱの2つの保健局が医療行政サービスを行っており、マジュンガⅠ郡保健局(SDSP)は市内中心部の9
つの基礎保健センター(CSB)と16つの私立診療所を管轄している。各基礎保健センターには1～2名の医師や看護師が配
置されている。マジュンガⅠ郡保健局管轄には26の地区(FOKONTANY)があり、地域人口は、約20万人。各地区2名の保
健ボランティア(無報酬)が一次医療サービスを提供している。配属先年間予算は約220万円。短期・長期JV、合わせて3
名の派遣実績がある。

【要請概要】
1）要請理由・背景

配属先が管轄する基礎保健センターでは、一般診療、妊婦健診、分娩、家族計画指導、予防接種などを行っている。地
区レベルでは、同センターの指導のもと、保健ボランティアが地域保健の改善に取り組んでいる。2015年12月まで活動
した短期看護師JV、及び現隊員は、市内の基礎保健センターで5Sの普及や村の巡回指導、近隣の学校での保健衛生啓発
活動に取り組んでいる。配属先は、引き続き5S(整理、整頓、清潔、清掃、躾)の普及・定着と保健ボランティアの能力
向上、同センターを訪れる患者や妊婦への各種啓発活動の強化と定着のために引き続きJVの協力を求めており、本要請
に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

保健局や各基礎保健センターの医師たちと協力しながら、以下の活動を行う。

1.基礎保健センターを訪れる患者や妊婦の保健衛生啓発活動(手洗い指導、栄養指導、HIV感染予防、家族計画、ワクチ
ン接種推奨など)。
2.保健ボランティアの指導の一環として、一緒に村を巡回し、地域住民に対して保健衛生啓発活動やアドバイスの実施。
3.各基礎保健センターにおける5Sの定着活動。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

机、椅子、保健衛生啓発用教材(マダガスカル語)

4）配属先同僚及び活動対象者

保健局長(医師) 男性 50代
医師 男性1名 50代、看護師 男性・女性、 助産師 女性 30～50代
保健ボランティア52名 男性・女性 20～50代

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


5）活動使用言語

フランス語

6）生活使用言語

その他

7）選考指定言語

【資格条件等】
[免許]：（看護師）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：同僚たちへの指導
も行うため

任地での乗物利用の必要性

自転車

【地域概況】
[気候]：（サバナ気候）　気温：（20～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（不安定）

[水道]：（不安定）

【特記事項】
活動において侵襲行為は一切行わない。活動は自転車の他、徒歩や公共交通機関を利用して巡回する。
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